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記事

経済学会

!定例研究報告会および新入大学院生歓迎会は， 5月18目(木)午後3-7時Ic楽友会

室Eにおいて開催ぎれ，下記の研究報告(要旨〕がおこなわれた。

I バーナードの組織論

京都大学大学院学生稲 村 毅

パ}ナードの組織論は，形式的I~は，テーラー以来の「伝統的組織論j に対立するもの

として，イシフォーマル組織に焦点壱あてた「人間関係論」における「協働」技術観点

を継忌しつつ，フ r マノレ組織の行動科学的分析を指向する「近代的組織論」の源流を

戒すものと Lて位置づけられる。かかる理論が今日のプノレジョア経蛍学における組織論

に及ぼしている顕著な影響力の意義を理解するためには，この理論に内在する論理の道

筋をたどり，そとからそのパヲグに控えているー定のフィロソフィーを見い出し，吏に

かかるフィロソアィーの成立背景及びそれと現代との関係を理解することが必要である。

バーナードば自らの理論を「組織の社会学」と呼んでいるけれども，この「社会学j

の基礎にはし、わば「組織の心理学Jが横たわれ更にいわば「組織の倫理学」が全体を

補足している。

バーナードにおいては組織は「協働体系」町中肢に位置fるーコの体系(共通目的，

貢献意欲，コミュ三ケ-':/ ""γ より成る)であるから，分析の焦点はこの体系の状態，

従ってまたその内的諸変化のプロセスにおかれる。他方，この体系は「社会化された活

動の体系」としてのみ自らを実現するから， r組織人格」と「個人人格Jとの対立が前
景に出るo それ故，分析の焦点としてのプロセスの問題は，組織と個人との調整の問題

として現むれる。この調整そのものは極めて技情論的問題であり，この取扱いにおいて

ノミーナードの管理者視点及び心理主義が最も明瞭に現われる。貢献意欲を引出すための

誘因論，権威受容説の主張がその具体的内容である。それはバーナードの理論を「管理

者教育論」として特徴づけるに十分である。かかる特徴を更に強化するものとして「協

働の道徳的側面j論がこれに接続r00それはー協働への信念の創造」を管理責任の最
高の形態だとする一種の有機体観・目的論的信念の直設な表明である。バーナードが組

織論の中に忍びこませたかかる規範的思想は，もちろん単なるかれの主観の産物ではな
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い。 1930年代のNIRA期前後の激しい労資対立と経営不安を背景に.労組対策として，

しかもこれを管理者による個人対策としてラちだされたものであることを知るυ パーナ

ードはこの対立壱，結局は個人の心理的要素から理解し，管理者層並ひに労働者の思想

改造によって兎服しうると信じたのである。バーナード理論の正しい理解には，このよ

うなイデオロギー的文脈におけるその虚偽性把屈が，不可欠のー要素壱形成する。

E 社会主義世界市場における価値法則

京都大学大学院学生建林隆再

社会主義圏内の貿易と国際分業を 層発展さゼるにふさわしい合理的価格体系を社会

主義世界市場に樹立する問題と関連して「固有の価格基盤jへの移行をめぐる周知の論

争がある。この問題は吾国では世界市場の「歴史的・内容的側面」の理解にかかわるも

のとして関心壱あつめている。木下悦二教授は論文「社会主義世界市場における価値法

則一松井教授の批判に応えて←」で，教授の国際価値論理解を媒介として固有の価格基

盤否定論の正当性を論証された。通常乙の立場に，資本主義世界市場価格こぞが国際価

値を反映しているというととを論拠として主張されるのだが，木下教授は国際市場価値

否定論にもとづきこの論拠を退け，代りに次の2点を論拠として挙げられる。 (1) 各個

の社会主義国は生産手段の排他的所有者として相瓦に商品生産者と同様に関係しあい交

換における等価性の要求をもつのであるが， (2) 園内に競争を規制する市場価値法則と

生産価格法則が働かないため，各国が需給に働きかけEかぎりにおいて，資本主義世界

市場価格の水準に影響壱与えるとはし、え，社会主義世界市場内部に独自な価格号成立せ

しめることはない。

」の主張は，価値法則は国内においてのみ作用し国際聞には競争しか行なわれ旧とい

う国際価値論からの帰結であるのぞれ故私は第1に国際市場価値論を積極的に展開して

いるコールマイらの諸理論の検討を通じて，私の国際価値法則の理解をしめした。そこ

ではコールマイらとは異なる意味でだが国際市場価値壱認め，国際価値法則と園内価値

法則との相互関係について「価値法則は国内の生産流通を規制することなしには国際価

値の法則たりえず，同時に国々のあいだの分業と吏換を規制すると土なしには園内価値

の法則たりえない」との命題を確認した。第2に，私は社会主義国の園内に作用してい

るところの価値法則の意義を強調レ，これとの関連で社会主義における国際価値の法貝~

を把握すべきだとした。さきの命題は社会主義においてもまた有効なのであるo 第aに
私は，社会主義の基本的経済法則をこの論理のなかに位置づけようとした。この法則は

直接的には園内でのみ作用するとはし、え，社会主義国際分業の展開は，この法則が部分
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的には国境をこえる作用範囲をもち始めていることを示している。そのかぎりでは価値

諸範川鴎のそれに照¥JiiSした範囲での利用の可能性が発生発展し1いるものと思える。だか

ら現行の価格形成形態ばその当否は別として，利用の特定の様態を示すもので，これを

原理的なものとみなすことはで雪ない。

昭和42年度経済学会大会

6月2日 公開講演会

大会第1日の公開講演会は午後1時より法経第7教室において開催された。

1.イギリス労使関係瞥見

京都大学教授 岸本英太郎氏

2.労働生産性の国際比較

京都大学教授 行津健三氏

3.現場的経済学の立場

京都府知事 賂川虎ニ氏

6月3日 新究報告会

第2日の研究報告会は午後1時より生産開発科学研究所において開催古れた。

1 宇野理論と価値論一一「流通形態」と価値実体ーー

京都大学大学院学生 西野 勉氏

(本誌掲載の予定)

2. コンビナートと地域社会

立命館大学教授 中村忠一氏

(本誌掲載の予定)

3. 19世紀末ドイツ社会主義の思想的性格ーーとくに急進派の革命思想一一

甲南大学教授 山口和男氏

(報告要旨)

マルクλおよびエジゲノレス以後，宇一ロザパあるいはロ Vアにおいてマルクス主義が，

それぞれの社会主義運動に受容され継承されてゆくのだが，そのマノレクy、主義の継受の

仕方は，その運動主体の置かれている歴史的条件や，それに主体の担っている思想的体

質によってさまざまである。 19世紀末のドイツ社会主義運動， ドイツ社会民主党の活動

においては，周知のようにカウツキ ，ベーベル等壱中心とする中央派と，ベノレソγ ユ

タインに代表される修正派とが対立 Fるが，この両者のいずれとも異った思想と理論を
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もつ急進派が9C年代後半よりあらわれ，やがてローザ・ノレクセyプノレグを中心とするグ

ノレープとして結集した。その最初のひ正りである AlexanderIsrael Helphand (通称

パノレヴ.r.Parvus)をとり上げて，かれにおけるマノレグス主義の思想的特質を解明する

ことが，本報告の意図する所である。

パルヴスは， ドイツ社会民主党の上にのベた両派をともにオポチュニズムとして批判

するのだが，その際かれの歴史認識の根底にはl それぞれの民族国家のワクをこえて発

展するー全体としての世界資本主義論がある。すなわち諸資本主義は世界市場の中でひ

とつの統一体にくみこまれて発展しようとする傾向がある。先進資本主義州是進国と接

触する過程で後進国の工業を開発し，それがつぎつぎと地表上のあらゆる部分に拡大じ

てゆくとし寸形で，世界資本主義が発展するものと考えられて、いもしかし世界資本主

義の」の自然的律動は，在民族国家の政治的伝統の圧力によって阻害されるのである。

つまり単一世界市場における各国の経済的平準化，た上えIi'工業化に伴う襲物価格の高

騰と，後進国との接触によるその低廉化・平均化に対して，保護関税が人為的に高い穀

価を維持しようとする圧力が加わる。それによって世界市場は不自然に狭溢化するため，

それ壱暴力的に拡大しようとしてさらに植民地獲得政策が展開されることになる。かく

て資本主義列強の植民地をめぐる衝突か激化する。しかしバルヴスによzと世界政治の

矛盾の焦点は，西ヨーロッパでなくむし奇ロシアにありた。かれは世界革命の発火点と

してのロシアを，だれよりも早く予想し，かっそこでの革命の組j織論としての『労働者

民主主義J，rアルパイター・レーテ』を提案したのであった。こうしてバルヴスにおけ
る革命思想は，抽象概念としての世界資本主義論と，そこからの政治的帰結としての P

シア革命とによって，その特殊性壱把握することができるのである。

4. イギワス産業革命期における工場体制←ーイギリス紡績業における

hierarchyの再編について一一『

京都大学教授 堀江英一氏

(木誌掲載の予定)


